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A 154　う･Vト。低●白累代差応に聞貫5網曳(2)
　　　　神々x.甑斑　O梶原笛芙　藤。文か　塩R!各a^-?^^?･降

〔(社)日本家政学会

　自的　低蛋白ﾉft-tうい･を継代飼t <

血彪う,vりが疫*iれる。否・£憐べS 為i= 本研費^行tr･，zいＳ。甘蔀をtﾉ食ヽヒしi&

蜃白累べ血愈状籾ヒ考＼ ら,Ki ，ごず？ニ。- *≪'＝｡ア鳥咆民／,45/きヽ，血i疲惟状l3正索^,R り，

^護ら，ヽ血漿白々･画i3特價Z。,-＆・・i-&lb。,よ^ i認i,枇（,1ヽ忌ら）。ぎこ乙西わ3低

養白雌ベウ,vトヒつい■z, ?長髪奈ヒ失削fa液性状・棟梁ヽ屯行な，T●。

　t残　雌雄のU/iぬr 系う。卜離乳直榛より7!≪,casein食3,飼貪･ mi しC L群）,対峨群

　（c群としz＼i. 20ﾂ。casein 食Z,飼青した釦物% 明い1=・こヽれらめ釦吻め内, (I) ご群

艮び他を餉一代僻（LI）め陶長晟,A‘非命・比較(2) 徳曇維代群CLl，U2,-L7）の体奄・

摂食量を湖軋（ろ）一柵血液性状竣ヽ索即^ ， 東ft Syswc< I＝t , <S;・白血球叡，哨, Hb5≪度

i劇虻し, n 血葡蜃白MM. （TP）13 b,xxY^繊，血ずflL鴎度i3 Bce咳，血殖C、。χest。山蜜舶3

酵系揖にz 分折，HDL-ch・ie^er。IlaデキχI- リニ.'捷腱hμ･分画しUs,・2赤血球め噪£罵憾攻

叡JStも行9 ．t=.。

　邨果　印　2W略冷C 群ヒV波(LI) 群。うヅト・寿命a変らなβつH.(2) 低蛋白奢?ヽ

継政之敷^竃ねるヒ飛長還鬼。－い, 体型の.l≫？I. 冑鶴う.,,トがきき=-, 7くふようが，

こ｡瓦t 一涛。血島現条ヒ考tらiK，z復奪量剛本奮【。比例す3傾后lが競ら氏恥｡(3) 血液

性状r・はMb E tA'TP･AI喘息13 C 絣＝EC A- L 群Z!-i匈直i示し･1=が，al咳度,s一良。tllfell if.

さs･ひっ1=。■Z 象血球。晩弱性13 L 婢刎区下傾參llit-' しを。

A 155　践長期ラットのリボフ7 t"ン代謝に及ぼ-n飼料タンハ･7 質つ｀X び･リボ｀フヲ

　　　　じヽ｀ンレヘ’ﾉしの影響

　　　　東海学園f子短大　〇奥村ミサヲ　宮濤幸更

　目的　１昨年の本大会において. 皮長期ラノy における飼料中アンパク質しべ｀ルカヽ’体内

リホフヲビン（以下B,と略記) iX討にμll'･T 影^#!と検n I. 低タンハリ質て■ は蓄積寸れる

B･量がタなく，排泄i れろ＆量r｀多いこし次いX'あタンノヽソ質T'･も辨泄されるB,量ヵ゛侈

乱　とくに肝臓におけるFA）の分阿び景薯で･･あろことど訳告し/こ。今回(I あタンベフ質役

ふ時のB，の利用障害の原因5: it 文ずi> 日的て≒あタンパ7質投与時のB,レヘ,"ﾉしを変化丿ゼl

た場合の体内B,蓄積量おt び排泄されるー量じつい-t 検討した.

　才法　動物はWis尤ar系ラ■/トμ体重悟り（^週齢）25匹を用i へ　I 群タnすつとし，

vy?，－・r・l型八謝ケーyで■■f飼した，飼料タンパ7 質ほごタミンフソー;(7 でインを用いて，

対罵群エ( カ-E-インlli> , Qパ,lS－,／l吟飼料）。対双群JL （力セヽ｀イシ22 ･A, Bバ）,s-,ふり飼料j

, あタンパク質飼料夥エ（力-P"イン回几B^O.ZS-n.} ／l吻飼料几高タンハ･ク'i飼料芦互（カ

でイ> 卯/,, Bバ心・り力哨飼料八苓タン/Vフ質飼料群皿(カt.ヽイン如U , B，/ヽOり//脚飼料

) <7)S 群レしn. 斎, 尿･i /且聞毎にフ･- ﾉしして凍結保存し, 飼育今週間後に断頭撲殺の

後血表，Kf , 腎歌を抹取し-I 臥±ならぴにタンパク質量を測支した.

　結果　増体重は対双とあタンパク質群I-むいて有意なI. (I 認釣られなヵし八。歎器中＆

量は，腎繊で‘ほ郷周IこJつ｀けゐ有劣心太は認りられJi ヵ｀・7; 桧肝臓し血次でll投与B.量に

ﾀﾋ例し対曙群I >:あタンハワ質μI T’焼i,ヽ，/:.　i し糞, 尿中B.*も片罵群1とあタン

パ7 質群I v低く。同じ’あタンハ･7 質群まで最もあか・/: . 以上の結泉よ几あタンハワ

質投ふ時のB,の利用性乞向よさぞるためにはA量の＆±. r'/ヽ4専でめると認りられrこ.


